
 
2015 年度 入学式・第 1 回授業の報告 

日時 2015 年 6 月 20 日（土）14:00～16:00／場所 横浜市開港記念会館１号室 

 

 6 月 20 日、「子ども大学よこはま」の入学式と第 1 回目の授業が、横浜市開港記念会館で行われました。 

 参加した“学生”は、全部で 51 名でした。 

 

 

プログラム 

＜入学式＞ 

 学長のことば―学長 小林 登（こばやし のぼる） 先生 

 
☆小林登（こばやしのぼる）先生の紹介 

 「子ども大学よこはま」の学長（大学の校長先生のこと）です。長い間、小児科の“お医者

さん”と大学の先生を務
つと

めてこられました。 

 

＜第 1回授業＞ 

「こんなにすごい！ 子どものカラダの不思議
ふ し ぎ

」 
          副学長 榊原 洋一（さかきはら よういち） 先生 
 

☆榊原洋一（さかきはらよういち）先生の紹介 

 「子ども大学よこはま」の副学長（大学の副校長先生のこと）です。お茶の水女子大学でも副学長を務

めています。小児科の“お医者さん”で、子どものカラダのことを研究しています。 
 

 

授業後のアンケートから 
 

“学生”のアンケート回答から 

1. 一番面白かったことは？ （多かった回答） 

 子どもの頭の重さが大人と同じくらいという

こと（８人） 

 大人と子供の違いについて（６） 

 脳が一番エネルギーを使うこと（４） 

 脳細胞のこと（４） 

 大人は横に大きくなること（４） 

 赤ちゃんの成長の速さ（３） 

 皮膚は切っても少しは生きているということ（３) 

 大人や子供より赤ちゃんの方が頭が大きいこと（３） 

 赤ちゃんは頭が一番重いということ（２）／夢の話（２）／子どもは大ぐいだということ（２）／

人の成長（２）／榊原先生の冗談（２） 

 

２．「なるほど！」「すごい」と思ったことは？ （多かった回答） 

 子どもは頭が大きいなどおとなとこどもの違い（４人） 



 脳細胞はすぐ死ぬが皮膚細胞はすぐ死なない

こと（３） 

 赤ちゃんの頭は大きくなればなるほど小さく

なること（３） 

 皮膚の再生（３） 

 大人は横にしか伸びないこと（３） 

 赤ちゃんは大人を真似する脳の場所があるこ

と（２） 

 皮膚がくっつくこと（２） 

 赤ちゃんは一年間で２５センチも伸びること

（２） 

 赤ちゃんの方が顔が大きいこと（２） 

 

保護者のアンケート回答から 

○印象に残ったことや新しい発見はありましたか？  ――大人も新発見！ 

 

子どもと大人の違い（４）／自分が思っていた以上に子どもたちはいろんなことを知っていると思った（３） 

骨端線のこと／子どもの骨の成長／子どもたちの身体、人間の脳の構造について／子どもの体の不思議 

骨が伸びるということ／子どもには可能性があると思った／子どもの脳の重さが大人と１００グラムぐらい

しか違わないこと／脳と皮膚がもともと同じものであること／骨が成長するために背が伸びないこと 

同学年でも聡明な子どもがいること／知っているようで、知らないこと／学ぶことの楽しさを改めて感じた 

深く考えたことはなっかた事が話を聞いてそういうことかと気付かされた／大人も知らないことがたくさん

ある／いろんなことを知っている子どもたくさんいたこと／夢を見なくなっている理由が分かった 

脳の出来方／ヨーグルト等で取っているビフィズス菌について新たに調べたいと思った／自分の子どもにい

ろいろ教えてやりたいと思った／自分の視点で子どもと話ができるように調べたいと思った／子どもはどん

な状況でも夢や希望を持っていること 

 

【これからの予定】 今年のテーマは「命（いのち）」です。 
回 日時 タイトル・先生 場所 

2 8 月 2 日（日） 

14 時～16時 
「命を救う薬、命を削る薬 ～薬学部の見学と薬剤師体験」 

木津純子 先生（慶應義塾大学薬学部教授） 

慶應義塾大学薬学部 

（東京都港区） 

3 9 月 26 日（土） 

14 時～16時 

「自分も相手もたいせつにするかかわりに必要なこと 

〜院内学級の子どもたちが教えてくれた大切なこと〜」 

副島賢和 先生 

（昭和大学病院院内学級さいかち学級教諭、昭和大学准教授） 

神奈川近代文学館ホ

ール 

4 11 月 7 日（土） 

14 時～16時 
「“ 宇宙人は本当にいるの？”～地球外生命体の探し方～」 

平林 久 先生（JAXA 名誉教授、KU-MA 会長） 

横浜市技能文化会館

ホール２ 

5 1 月 16 日（土） 

午後 
「だれも知らない動物園」 

櫻堂由希子 先生（野毛山動物園飼育職員） 
野毛山動物園 

 

 
特定非営利活動法人子ども大学よこはま 〒226-0027 横浜市緑区長津田 1-22-2-38 

電話 090-3903-6875 EMAIL inform@kodomodaigaku-yokohama.com 
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